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提言１ きめ細かな国土のマネジメントサイクルの確立

提言２ 国民と共に育てていくモニタリング

提言３ 国民の多様な声を反映できる体制づくり

提言５ 広域地方計画のモニタリングとの連携・役割分担

①国民の国土計画への関心や参画機会を高める仕組みづくり
・国民が身近に感じる情報提供や統計地図作成ツールなどの共有化
②将来的に国民からモニタリング指標の提案も受け入れる仕組みづくり

①国土に関する国民の意識や満足度を定期的に把握
②統計では把握しきれない地域の実情や新たな動きを国民参加により収集

①広域地方計画のモニタリングに対する指針性の発揮
②広域地方計画の推進に向けた地域の現状把握・戦略決定の支援

①全国計画の目指す新たな国土像・戦略的目標の進捗の評価
②全国計画推進プロセスのモニタリング

提言４ 既存システム・統計の継続的な活用
①国土に関する統計情報のポータルサイトを目指す
②国土情報や電子国土等の既存インフラの活用と関係機関との連携強化

国土形成計画モニタリングシステム最終提言案
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提言１ きめ細かな国土のマネジメントサイクルの確立

①全国計画の目指す新たな国土像・戦略的目標の進捗の評価

②全国計画推進プロセスの管理

・多様な広域ブロックが自立的に発展する国土の実現状況

・美しく暮らしやすい国土の実現状況

・社会経済情勢の転換状況（情報化通信技術の発達状況等）

・国民の価値観の変化・多様化（美しさ・文化に関する国民意識等）

・国土をめぐる状況（一極一軸型国土構造の現状）

・国土の現状（高規格道路の整備状況や高齢者人口比率等）

・「戦略１：東アジアとの円滑な交流・連携」の推進状況

・「戦略２：持続可能な地域の形成」の推進状況

・「戦略３：災害に強いしなやかな国土の形成」推進状況

・「戦略４：美しい国土の管理と継承」の推進状況

・「戦略５：「新たな公」を基軸とする地域づくり」の推進状況

【①全国計画目指す新たな国土像】

【③国土形成計画の前提となる社会経済情勢・国土の現状】

【②新しい国土像を実現するための５つの戦略的目標】

Ｐlan

ＤoＡct

Ｃheck

国土形成計画の国土形成計画の
マネジメントサイクルマネジメントサイクル

・目標と施策の体系分析に
基づき、戦略別にモニタリン
グ指標を抽出する。

・計画目標の達成プロセスや達成
状況を適切に把握することが必要
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提言２ 国民と共に育てていくモニタリング

②将来的に国民からモニタリング指標の提案も受け入れる仕組みづくり

①国民の国土計画への関心や参画機会を高める仕組みづくり
・国民が身近に感じる情報提供や統計地図作成ツールなどの共有化

国土のメールマガジン
国土交通省国土計画局が配信するメールマガジン（国土のメール）を配信ご希望の方は、
下記のフォームよりお気軽にご登録下さい。

配信

国土のメールマガジン配信イメージ

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
国土のメールマガジン配信サービスのご利用あり
がとうございます！

平成２０年３月の新着情報をお届けします。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

【今月の国土マップ】
［一人当たり県民所得］
2008年2月5日、内閣府は、２００５年度県民経済
計算を公表致しました。このデータに基づき、１人
あたり県民所得の分布図を作成致しました。

http://www.kokudokeikaku.go.jp/moniter/

国土のメールマガジン配信イメージ

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
国土のメールマガジン配信サービスのご利用あり
がとうございます！

平成２０年３月の新着情報をお届けします。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

【今月の国土マップ】
［一人当たり県民所得］
2008年2月5日、内閣府は、２００５年度県民経済
計算を公表致しました。このデータに基づき、１人
あたり県民所得の分布図を作成致しました。

http://www.kokudokeikaku.go.jp/moniter/

・興味を引きやすいテーマと、わかりやすい
情報提供方法を検討していく。

(参考）WebＧＩＳでの情報公開を実現しているESPON

・わかりやすい統計地図
（より詳細な情報が望ましい）
� 動画
� カルトグラム
� ３Ｄ

・子供向け国土情報サイトや国土情報
メールマガジンにより多様な世代に継続
的情報提供

こくどのきっず・こーなー

こくどのもんだい
・今の国土で問題になって
いる事を紹介するよ。

こくどクイズ

みらいの「こくど」
・これから国土はどうなるの？

「こくど」のれきし
・みんなが生まれる前の
国土を紹介するよ。

「こくど」ってな～に？
・国土がよくなるとみんなの生活
がどう変わるのかを紹介するよ。

・国土情報への一定のニーズは見込めるが、
親しみにくい情報

・国民からモニタリング指標の提案を受け入れ、
国民と共に考える国土のモニタリングを目指す。
国土情報の認知度・接点の度合いを更に高めていく。

・国土に関する情報の認知度・接点が主体ごと
に大きく異なるため、国土計画へ参画する人
が限られている
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提言３ 国民の多様な声を反映できる体制づくり

①国土に関する国民の意識や満足度を定期的に把握

②統計では把握しきれない地域の実情や新たな動きを国民参加により収集

国土像の意識満足度調査 戦略的目標の満足度調査

１.国土形成計画の目標、
戦略等の認識度を問う。

２． 現在の国土、生活環境
への満足を問う。

３．国土政策の方向性、投
資のプライオリティ等を問
う。

Q． 東アジアとの交流意識、
親近感等を問う。

Q．戦略目標の達成度、広
域課題に対する意識を問
う。

Q．「新たな公」による取り
組みの対する意識、参画
の希望等を問う。

・「国土像」に関する国民の意識や満足度、及び「戦略的
目標」に関する国民満足度を定期的に調査していく。
・国民意識･満足度調査を通じて国土計画をPRしていく。

・国民と行政が情報を共有・使用する双方向システムを構築する。
・情報のアップロードを通して国民の目で新たな課題を抽出していく。

新たな国土づくりの
取り組み情報

国土計
画局 国民

全国の表彰事例・基礎情報

国民と行政の情報共有イメージ

・現状では国民意識や満足度に関する指定統計は少ない

・統計だけでは把握しきれない多様な価値観

（イメージ）
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提言４ 既存システム・統計の継続的な活用

①国土に関する統計情報のポータルサイトを目指す
②国土情報や電子国土等の既存インフラの活用と関係機関との連携強化

指定統計・世論調査等を活用し国土像を表現する
ポータルサイトを目指す。

分析集の原データへのリンク

気象情報

道路・河川等
施設管理情報

電子基準点情報

各種地図共有活用

情報の取得

気象情報

道路・河川等
施設管理情報

電子基準点情報

各種地図共有活用

情報の取得 古地図

空中写真

産学官民にて活用 国・地方公共団体が
情報を取得

古地図

災害情報

総務省統計局 統計ＧＩＳプラザ

総務省統計局 統計データ

“「国土」といえば「モニタリング」”のブランドを確立

・国土に関する様々な統計情報、有効な情報基盤が存在
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提言５ 広域地方計画のモニタリングとの連携・役割分担

①広域地方計画のモニタリングに対する指針性の発揮
②広域地方計画の推進に向けた地域の現状把握・戦略決定の支援

全国計画のモニタリング
国土の状況変化・新たな課題の
把握、望ましい姿の達成状況

広域地方計画のモニタリング

・地域の国土の状況についての国民満
足度や広域プロジェクトの推進状況

・地域特有課題への対応状況等が考え
られる（平成20年度検討事項）

全国レベルでの計画推進
・関係府省との一体的推進

・国民への広報・普及啓発活動

各ブロックの計画推進

・広域地方計画協議会での国・地
方の一体的推進

・地域住民への広報活動

全国計画 広域地方計画

全国レベル 広域ブロックレベル

�国土政策に関するデータセンターとしての継続的な情報
収集・分析と知的アウトプットの発信

�ブロック間相互比較・分析（ベンチマーキング）
によるブロック間の競争原理の導入

特定テーマの深掘
り分析（基礎的な調
査・分析の一環）

� 官民連携による計画の推進のための
情報共有・分析等の体制構築

連携

外部評価（計画の推進状況を外部の目からチェック）
◆有識者専門評価 ◆全国国土モニター評価 ◆インターネット評価

活動点検
・反映

活動点検
・反映

計画反映
（改定期）

活動反映

計画反映
（改定期）

全国共通の指標に
よる広域ブロック間
の比較・分析

相互連携

政策評価
国土形成計画法
（７条）

①全国計画作成後、
２年を経過・・・
政策評価の実施
計画の策定
②政策評価の公表

全国計画のモニタリングにおいて、広域ブロックの統計情報の相互比較を行い、広域ブロック内
の国土の状況や特有の課題は各ブロックのモニタリングに委ねる。
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国土像のモニタリング

・経済社会マクロ指標
・国土の状況
（統計値及び地理情報等）
・国民の意識・満足度

広域地方計画のモニタリング

戦略的目標のモニタリング

各主体の取組

関係府省

地方
公共団体

ＮＰＯ・
地縁組織

民間企業

国 民

時代の潮流と時代の潮流と
国土政策上の課題国土政策上の課題
（計画の必要性評価）

新しい新しい
国土像国土像 国土の国土の現実現実

国土形成計画（全国計画）国土形成計画（全国計画）

戦略的目標
（１）シームレスアジアの実現（１）シームレスアジアの実現
（２）（２）持続可能な地域の形成持続可能な地域の形成
（３）（３）災害に強いしなやかな国土の形成災害に強いしなやかな国土の形成
（４）美しい国土の管理と継承（４）美しい国土の管理と継承
（５）新たな公による地域づくり（５）新たな公による地域づくり

分野部施策の基本的方向
交通情報通信網の形成など

独自の地域戦略、

広域連携プロジェクト、

等

地
域
の
特
性
・広
域
課
題

地
域
の
特
性
・広
域
課
題

アウトプット

アウトカム

インプット

指針

統計データ業
績データ
の収集･整理

業績等モニ
タリング指標

今後の
検討

意欲ある地域の取組を支援・奨励し、
各地での同様の取組を促進

横断的な政策課題に対する複数
主体の参加と相互連携の促進

連携・合意形成支援

実践支援

助言・指針提示

普及・啓発

各主体の取組のきっかけや手助け
となる先導的な知見を提供

国民各層への直接的な働きかけ

政策・事業評価政策・事業評価

（アウトカム）
↑
（アウトプット）
↑
（インプット）

国土計画の
マネジメント
サイクル

比比 較較

アウトプット

アウトカム

インプット

広域地方計画広域地方計画

(検討中)

新
た
な
国
土
の
形
成 フィードバック

戦略施策の
評価

新たな「国土のモニタリング」の体系図
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課題１ 国民にわかりやすい国土形成計画の複合指標

課題２ 国民の参加の進化
①国民と多様な主体がよりふさわしいモニタリング指標を議論できる環境への移行。
（国民との協働による国土のモニタリングの確立）
②国民と行政が情報を共有・使用する双方向システムの運営体制の検討。
例 「新たな公」によりモニタリングサイト運営

①国土形成計画の進捗状況・必要性を直感的に理解できる指標の更なる検討。
②国民的理解の促進により、国土形成計画の指針性の向上。
複合指標例：「日帰りビジネス圏」、「貨物翌日配達圏」、「二地域居住人口」等

課題３ 広域地方計画や多様な主体との連携方策
①広域地方計画のモニタリングとの機能分担の検討。
②国土情報や電子国土等の活用に向けてと関係機関との連携強化の方策検討。
③国民満足度調査の実施に向けた、関係機関との調整。

今後の課題


